
      

　
　
　
１．生活活動への取り組みは，現状維持程度の農協と取り組みが後退している農協に二極分
化しつつ，全体としては停滞傾向にある。停滞要因としては，生活活動に対する農協の位
置づけが確立されていないこと，活動推進体制の整備の遅れがある。しかも，これまで生
活活動を担ってきた女性部は年間10万人の部員減少が続くなかで，現在では正組合員家庭
に占める割合は約３割まで低下しており，農協は女性部を含めた生活活動組織についての
検討が必要となっている。
　
２．女性部の活性化をめざす農協は，女性部のこれまでの蓄積を活かしつつ再編を進めてい
る。それらは，①「仕事起こし」という目的意識の鮮明なグループの育成を図り，これを
牽引車としつつ女性部を活性化，②任意加入の年代別組織を新たに組織化するとともに，
地域女性をネットワーク型組織で結集することで，部員の発想の転換を図りながら主体的
グループを作る，③生活活動重視型に農協の機構を改革するとともに，女性部役員に報酬
を支給し女性部強化に意識的に取り組んでもらったり，農協運営への女性参画システムを
整備することにより女性部を活性化する，等である。
　
３．女性部改革に取り組む農協に共通するのは，①生活活動への取り組みは農協経営にとっ
て不可欠だと位置づけ，その脈絡のなかで実質的担い手である女性部の活性化をとらえて
いる，②女性部の改革をテコにして縦割り体制のなかで培われてきた農協職員の意識改革
を図る，③新たな女性組織は，○ａ主体的な「個」の集合体としての組織，○ｂ広く地域女性

が参加できる組織，○ｃゆるやかな関係を保ちつつ集落組織は維持，というもので，各組織

が対等な関係で運営する，④活動の拠点は支店・ブロック単位とする，等である。
　
４．現在，農協が事業として展開している直売事業や農産加工事業，そして高齢者福祉事業
等は，女性部活動の蓄積が土台となっているものであり，農協の地域活動といわれるもの
の多くも女性部が担っている。従って，農協の経営基盤を確立する上で女性部の活性化は
不可欠であるが，そのための課題としては，①生活活動の位置づけの確立，②総合的な生
活活動・女性部活動ができる農協の体制整備，③主体的参加型組織への女性組織の再編，
④仕事起こしを視野に入れたグループ活動の展開，⑤広域化に対応した活動体制，⑥女性
の農協運営への参加，等があげられる。

農協の女性組織活性化の課題
――　地域ぐるみの農協活動の基盤を創る女性組織　――
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　昭和45年の農協大会で決議・採択された

「生活基本構想」は，「農協は本来組合員の

農業生産と生活を守り，向上をはかるとい

う二つの機能をともに発揮する使命を持つ

組織であるが，兼業化の進展でこれまでの

ような農業生産面の活動だけでは組合員の

期待を満たすことができない」として，農

協が組合員の生活課題に積極的に取り組む

ことを提起し，生活活動が大きく脱皮する

転機となった。

　こうした認識は基本的には現在も変わら

ないが，その後の社会状況や組合員の変

化，さらには効率性とは異なる価値観の強

まりは「心豊かな暮らしづくり」を目標と

する生活活動に取り組むことの重要性を増

大させている。また，農協経営にとっても

規制緩和による他企業との競合関係が強

まっているなかで，組合員との関係を単な

る経済性だけのつながりではない人間的な

連帯意識を醸成することが必要となってお

り，その意味でも生活活動への取り組みは

必須の課題といえる。

　しかし，取り組みの実態はそれとは乖離

し，生活基本構想が提起した活動組織の育

成も大きな進展はみられない。 これまで生

活活動は主として農協の女性部が担ってき

たが，組合員等のニーズが多様化・高度化

している現状からすると，女性部だけに依

存することなく，新しい組織の育成が必要

だと思われる。その場合，現在全国各地で

展開されている直売所や農産加工の活動，

そして急速な進展をみせている高齢者福祉

等の活動や事業も20年来の地道な女性部活

動が土台となっていることを考えると，今

後の生活活動の展開にとって女性組織のあ

り方を検討することが必要だと思われる。

　そこで，本稿では女性組織の改革・再編

をめざす農協の事例を通して，新しい女性

組織のあり方と生活活動組織の展開方向を
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検討することとする。

　

　

　

　（1）　二極分化しつつも停滞する

　　　　取り組み

　「ＪＡ活動に関する全国一斉調査」結果か

ら生活活動への取り組み状況をみてみると

（第１表），10の活動項目のなかで「過去３年

間に積極的に取り組みを進め成果が上がっ

ている」のは，健康管理活動が67.2％ともっ

とも多く，ついで生活文化活動，生活活動

組織育成，消費者活動の順である。取り組

みが緒に就いたばかりなので取り組み率そ

のものはまだ低いが増加傾向にある高齢者

活動を除くと，この10年間の取り組みはい

ずれも微増ないしは横ばい傾向を示してい

る。具体的に活動内容をみても，伸びてい

るのは食材戸配事業と介護研修会，資産管

理相談，結婚相談，それに生活文化活動の

分野のものだけである。

　さらに，10項目のうち相談活動，高齢者

生活充実・援助活動，生活設計活動，環境

整備対策，生活関連施設の６項目について

は「まったく取り組んでいない」農協が５

～７割以上もあり，消費者活動と生活活動

組織育成も５割に近い。しかも，高齢者関

連を除けばこの割合は漸増傾向にある。

　従って，生活活動への取り組みは，これ

までと同程度の活動は継続している農協

と，取り組みを弱めている農協とが二極分

化しながら，全体的には取り組みが弱まっ

ているといえよう。

　

　（2）　活動の担い手は女性組織

　生活基本構想は生活活動の領域を広げ，

組合員の生活目標の実現という生活活動の

目標を示すとともに，生活班を中心とした

組合員組織の確立，体制整備と理事者の努

力，女性部の強化，グループ活動の育成等

を提唱し，生活指導員と女性部への過度の

依存体制からの転換を提起した。しかし，

組合員組織については「生活活動組織を育

成し成果を上げている」農協は24.6％にと

どまるし，また消費者活動を進める組合員

組織は女性組織が67％，女性組織と生活部

会・班が８％となってお

り，実質的には女性組織

を生活活動組織と位置づ

けている農協がほとんど

で，独自の生活活動組織

の育成は遅々としてい

る。

　最近では年金友の会を

利用者組織から活動組織

に位置づけを変えたり，

検討することとする。
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第1表　生活活動への取り組み状況
　　　 （単位　％）

資料　全中「JA活動に関する全国一斉調査」

過去３年間に積極的に取り組み，
活動の成果が上がっている　　　 全く取り組んでいない

相 談 活 動
消 費 者 活 動
健 康 管 理 活 動
高齢者生活充実活動
高齢者生活援助活動

生 活 文 化 活 動
生 活 設 計 活 動
生活活動組織育成
環 境 整 備 対 策
生 活 関 連 施 設

1987年

15.5
20.8
60.4
12.4
2.4

28.6
8.8
－
3.9
14.1

90

17.0
21.9
61.6
11.6
3.0

31.6
8.9
－
3.8
13.2

93

18.9
23.5
64.8
11.3
3.0

37.2
9.9
22.6
6.3
14.5

96

21.4
22.5
67.2
14.6
8.9

42.0
9.9
24.6
8.4
12.6

87

40.0
32.4
12.6
58.9
86.0

30.8
48.9
－
78.9
65.8

90

22.7
22.7
10.1
56.3
80.1

22.5
49.6
－
69.1
64.5

93

50.0
43.2
15.2
61.9
76.8

33.8
59.2
46.1
73.3
66.7

96

50.0
45.8
15.1
57.1
65.9

32.3
65.0
46.2
72.7
71.5

１．農協生活活動の現状



      

生活活動への参加者によるグループを生活

活動組織と位置づける農協もでているが，

それらはまだ少数で，生活活動が女性組織

と生活指導員によって展開されている構図

に大きな変化はみられない。

　

　（3）　生活活動が直面している問題

　ａ．生活活動の軽視，矮小化

　生活基本構想でその重要性が指摘された

ものの，「農業生産力の増進と農民の経済的

社会的地位の向上」を目的とする農協が生

活面の取り組みをすることの理解がされに

くかったことや，生活活動は農協の新しい

事業展開や組織基盤づくりのための先行投

資的性格をもち，直接事業利用に結びつく

ことは少ないという認識等から，「余裕があ

れば取り組む」という受け止め方をされ，

農協として本格的に取り組むべき事業とし

て位置づける農協が少なかった。

　この考え方は依然根強く，そのために生

活活動を軽視，矮小化することとなり，結

果として生活活動＝生活改善＝女性，だか

ら女性部に任せたままで本格的な活動展開

をしてこなかった。このことが生活活動の

発展を妨げることとなり，それゆえにまた

生活活動の重要性を認識しにくくさせた。

しかも，農協経営のきびしさは経営への速

効性を求めることとなり，生活活動への取

り組みを一層後退させている。

　さらに，ある農協専務は「恵まれた悲劇」

と語ったが，生活活動に本格的に取り組

み，各事業と有機的に結び付けた総合的事

業展開をしなくても農協経営がやってこら

れたという経済成長の時代背景も，生活活

動をまともに取り上げてこなかった要因の

一つであろう。

　

　ｂ．活動推進体制の弱さ

　生活基本構想が提唱した生活活動組織と

しての生活班は「班の構成員は，組合員世

帯の主婦を中心とする」とするものであっ

たが，これを実質的に担ってきた女性部の

活動を活発にする方向で追求したため，全

組合員家庭を対象とする生活班づくりは

遅々としてきた。

　しかも，農協は本格的に女性部育成に取

り組まず，また女性部自身も自らの生活課

題に主体的に取り組むという自覚が乏し

く，財政的にも農協に依存するという関係

を維持してきたこと等から部員の減少と活

動の停滞を招き，ここ数年は毎年10万人も

の部員の減少が続いている（第１図）。その
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果として生活活動＝生活改善＝女性，だか

ら女性部に任せたままで本格的な活動展開

をしてこなかった。このことが生活活動の

発展を妨げることとなり，それゆえにまた

生活活動の重要性を認識しにくくさせた。

しかも，農協経営のきびしさは経営への速

効性を求めることとなり，生活活動への取

り組みを一層後退させている。

　さらに，ある農協専務は「恵まれた悲劇」

と語ったが，生活活動に本格的に取り組

み，各事業と有機的に結び付けた総合的事

業展開をしなくても農協経営がやってこら

れたという経済成長の時代背景も，生活活

動をまともに取り上げてこなかった要因の

一つであろう。

　

　ｂ．活動推進体制の弱さ

　生活基本構想が提唱した生活活動組織と

しての生活班は「班の構成員は，組合員世

帯の主婦を中心とする」とするものであっ

たが，これを実質的に担ってきた女性部の

活動を活発にする方向で追求したため，全

組合員家庭を対象とする生活班づくりは

遅々としてきた。

　しかも，農協は本格的に女性部育成に取

り組まず，また女性部自身も自らの生活課

題に主体的に取り組むという自覚が乏し

く，財政的にも農協に依存するという関係

を維持してきたこと等から部員の減少と活

動の停滞を招き，ここ数年は毎年10万人も

の部員の減少が続いている（第１図）。その

結果，女性部員数が正組合員戸数に占める
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割合も31.4％まで低下してきたが，これで

は正組合員家庭ですら網羅できず，従って

農協の生活活動の担い手組織とは言い難

い。「地域ぐるみの生活活動」を標傍しつつ

もその実態は空洞化しかねない状況にある。

　さらに，農協内部の活動推進体制も弱

く，「専門の推進体制を作っている」農協は

17.8％，「専門の体制は作らず，理事会等で

対応している」農協34.8％，「推進体制はと

くにない」農協47.4％という執行体制であ

る。また，生活活動に関する組織面を担う

生活指導員の人数は漸減傾向にある上，経

済部門や支所に配置され経済事業の推進と

一体的な活動を求められること等から，活

動の基本となる組合員の実態や意向を把握

したり，必要な研修受講等も困難になって

いる。

　とりわけ，合併農協においては農協の事

業機能の集中化や縦割り的業務展開によっ

て総合的な事業展開が一層困難になる場合

が少なくないし，さらには不採算部門とし

て体制も弱体化する等，生活活動にはこれ

まで以上に消極的になっている。それによ

る農協と組合員との人的関係の希薄化と

ニーズへの対応の遅れから協同活動の弱体

化がいっそう進むこととなる。従って，組

合員の生活全体の要求に応えられるよう

に，広域合併農協に適合した協同活動が組

み立てられる生活活動組織のあり方を検討

することが必要になっている。

　

　

　　

　

　

　

　生活活動の核となってきた女性部の停滞

が続くなかで，全国女性組織協議会では，

部員を年代ごとに組織化する年代別組織づ

くりと，それぞれの活動目的ごとにグルー

プ化する目的別組織づくりによる組織活性

化方策を提起してきた。しかし，こうした

組織化は順調に進んでいない上，この活性

化策も決定打とはなり得ず，部員の減少は

続いている。

　しかし，そうした取り組みのなかには，

これまでの枠組みとは異なる方法で新たな

組織づくりに取り組む農協もあるので，そ

れらの取り組みを通して，女性組織活性化

の方向を検討してみる。

　

　（1）　女性組織再編に向けた動き

　ａ．福岡県農協中央会が提唱する再編の

　　　形態

　福岡県では，1997年に農協中央会が県下

農協の生活担当管理職と女性部の代表者に

よる農協組織改革委員会を設立し，今後の

女性組織のあり方を検討した結果，女性部

を新しい組織形態で再編することとした。

　その後，各農協の女性部や組合長・担当

課長等にその内容について周知徹底すると

ともに，1998年７月からは二つのモデル農

協が女性組織の再編に着手している。

　同中央会が女性部の改革を進めることと

した狙いは，直接的には目的別活動組織づ

くりと，その活動強化による女性部の活性

割合も31.4％まで低下してきたが，これで

は正組合員家庭ですら網羅できず，従って

農協の生活活動の担い手組織とは言い難

い。「地域ぐるみの生活活動」を標傍しつつ

もその実態は空洞化しかねない状況にある。

　さらに，農協内部の活動推進体制も弱

く，「専門の推進体制を作っている」農協は

17.8％，「専門の体制は作らず，理事会等で

対応している」農協34.8％，「推進体制はと

くにない」農協47.4％という執行体制であ

る。また，生活活動に関する組織面を担う

生活指導員の人数は漸減傾向にある上，経

済部門や支所に配置され経済事業の推進と

一体的な活動を求められること等から，活

動の基本となる組合員の実態や意向を把握

したり，必要な研修受講等も困難になって

いる。

　とりわけ，合併農協においては農協の事

業機能の集中化や縦割り的業務展開によっ

て総合的な事業展開が一層困難になる場合

が少なくないし，さらには不採算部門とし

て体制も弱体化する等，生活活動にはこれ

まで以上に消極的になっている。それによ

る農協と組合員との人的関係の希薄化と

ニーズへの対応の遅れから協同活動の弱体

化がいっそう進むこととなる。従って，組

合員の生活全体の要求に応えられるよう

に，広域合併農協に適合した協同活動が組

み立てられる生活活動組織のあり方を検討

することが必要になっている。

　

　

　　

　

　

　

　生活活動の核となってきた女性部の停滞

が続くなかで，全国女性組織協議会では，

部員を年代ごとに組織化する年代別組織づ

くりと，それぞれの活動目的ごとにグルー

プ化する目的別組織づくりによる組織活性

化方策を提起してきた。しかし，こうした

組織化は順調に進んでいない上，この活性

化策も決定打とはなり得ず，部員の減少は

続いている。

　しかし，そうした取り組みのなかには，

これまでの枠組みとは異なる方法で新たな

組織づくりに取り組む農協もあるので，そ

れらの取り組みを通して，女性組織活性化

の方向を検討してみる。

　

　（1）　女性組織再編に向けた動き

　ａ．福岡県農協中央会が提唱する再編の

　　　形態

　福岡県では，1997年に農協中央会が県下

農協の生活担当管理職と女性部の代表者に

よる農協組織改革委員会を設立し，今後の

女性組織のあり方を検討した結果，女性部

を新しい組織形態で再編することとした。

　その後，各農協の女性部や組合長・担当

課長等にその内容について周知徹底すると

ともに，1998年７月からは二つのモデル農

協が女性組織の再編に着手している。

　同中央会が女性部の改革を進めることと

した狙いは，直接的には目的別活動組織づ

くりと，その活動強化による女性部の活性
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化にある。同時に，これからの農協事業に

とって幅広い人々の参加による生活活動

と，そのための活動組織づくりが不可欠だ

とする問題意識がある。いわば，目的別活

動による主体的で活力ある女性部活動を展

開することによって，人々の協同活動への

関心と参加を広げることを展望しているの

であり，地域ぐるみの生活活動を視野に入

れての女性部の改革といえる。

　ここで，当県中央会が進める女性部改革

の方向をみてみよう。特徴としては，一つ

は女性部改革を農協の方針として実施する

ために女性部と農協によるプロジェクトを

設置するとともに，メンバーのなかに支所

長代表や女性部未加入の農業女性を入れる

としていることである。それは合併農協で

は支店を基盤とした活動の強化が課題であ

ることと，女性部の外で活動する女性の発

想を取り込むことによって女性部員の発想

を転換させ，新しい組織を作っていくため

である。

　めざす組織形態については，地域や組織

の実態にできるだけ沿った形で組織改革を

実施できるよう三つの組織パターンを提示

している。第２図に示したのはパターン３

の農村部，都市部において比較的活動が停

滞している農協むきとする「目的・世代別

活動型」で，現体制を存続しながら，目的

を同じくする人たちをグループ化し，現女

性部員と目的別グループとが同じ組織内で

活動するものである。原則として全部員が

世代別組織に帰属するが，各人の参加意識

によって女性部とのつながりに濃淡を持た

せたのである。

　この形を最終目標としつつ，そのほかに

パターン１として，現女性部を発展的に解

消し，趣味など目的を同じくする人たちを

グループ化するもの， パターン２として現

女性部と目的を同じくする人たちで構成す

るグループの２組織とし，現女性部と新規

グループの活動は別とする形態を提示して

いる。

　いずれの場合も目的別のグループ活動の

育成をめざしているが，このプランの特徴

は目的別のグループ活動に経済活動を伴わ

せていることで，いわば事業化をめざすと

ころにある。「ワーカーズ専門委員会」とい

う枠組みのなかにあるものがそれで，農産

加工や朝市，ふるさと伝承グループの活動

がそのなかに位置づけられている。

　従って，当県の場合は，仕事づくりとい

化にある。同時に，これからの農協事業に

とって幅広い人々の参加による生活活動

と，そのための活動組織づくりが不可欠だ

とする問題意識がある。いわば，目的別活

動による主体的で活力ある女性部活動を展

開することによって，人々の協同活動への

関心と参加を広げることを展望しているの

であり，地域ぐるみの生活活動を視野に入

れての女性部の改革といえる。

　ここで，当県中央会が進める女性部改革

の方向をみてみよう。特徴としては，一つ

は女性部改革を農協の方針として実施する

ために女性部と農協によるプロジェクトを

設置するとともに，メンバーのなかに支所

長代表や女性部未加入の農業女性を入れる

としていることである。それは合併農協で

は支店を基盤とした活動の強化が課題であ

ることと，女性部の外で活動する女性の発

想を取り込むことによって女性部員の発想

を転換させ，新しい組織を作っていくため

である。

　めざす組織形態については，地域や組織

の実態にできるだけ沿った形で組織改革を

実施できるよう三つの組織パターンを提示

している。第２図に示したのはパターン３

の農村部，都市部において比較的活動が停

滞している農協むきとする「目的・世代別

活動型」で，現体制を存続しながら，目的

を同じくする人たちをグループ化し，現女

性部員と目的別グループとが同じ組織内で

活動するものである。原則として全部員が

世代別組織に帰属するが，各人の参加意識

によって女性部とのつながりに濃淡を持た

せたのである。

　この形を最終目標としつつ，そのほかに

パターン１として，現女性部を発展的に解

消し，趣味など目的を同じくする人たちを

グループ化するもの， パターン２として現

女性部と目的を同じくする人たちで構成す

るグループの２組織とし，現女性部と新規

グループの活動は別とする形態を提示して

いる。

　いずれの場合も目的別のグループ活動の

育成をめざしているが，このプランの特徴

は目的別のグループ活動に経済活動を伴わ

せていることで，いわば事業化をめざすと

ころにある。「ワーカーズ専門委員会」とい

う枠組みのなかにあるものがそれで，農産

加工や朝市，ふるさと伝承グループの活動

がそのなかに位置づけられている。

　従って，当県の場合は，仕事づくりとい
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う目的意識を鮮明化することによって主体

的参加のグループを育成し，これを牽引車

にしながら女性部全体の活性化を図るもの

といえる。

　こうした方針を受けて女性部改革に取り

組んだ２農協はいずれもパターン３の方向

で検討を進めているが，若干異なるのは，

①集落組織の後退を危惧した農協役員から

「世代別」組織への抵抗があったことから，

これを今までの班活動も含め，複数の目的

を実現する「多目的」組織とし，集落組織

としての性格を持たせた，②「ワーカーズ

専門委員会」のなかに共同購入グループや

助け合い組織を設け，より仕事づくり指向

を強めたこと等である。これまでの女性部

の蓄積を活かし，仕事づくりを内包した主

体的参加の目的別組織を地域性を配慮しな

がら作っていくものであろう。

　

　ｂ．経営戦略の一環としての女性組織再編

　　　――松阪農協

　松阪農協は，1998年に，従来の集落単位

組織と新予約（生鮮食品の共同購入グルー

プ）やいきいき会（助け合い組織），フレッ

シュミセス部会（若い女性部員）等の目的別

組織を主体とする女性部に新たに年代別組

織を作り，これらを組み替えるとともに，

地域女性も参加するグループ組織を友好会

員組織と位置づけ協議会方式で再編した

（第３図）。

　当農協の女性部改革の契機は，部員の減

少や合併後の支部活動の脆弱化が進む一方

で，目的別組織や地域女性が参加するグ

ループ活動が生まれてきたため組織を整備

する必要に迫られたことにある。しかし，

その実行を早めたのは信用事業収益の悪化

を契機に1997年に策定した中長期構想のな

かで，生活活動の積極的な展開と「女性部

の活性化や新しい女性組織づくり」が

提起されたことにある。今後の農協経

営にとって生産・生活の両面において

役割を増大させてきた女性たちの組織

拡充が必要だとして，女性部改革が農

協経営の課題として長期計画実践と一

体的に進められたのである。

　女性部改革をリードしたのが長期計

画を策定した「事業対策局」であり，女

性部もここが所管する（第４図）。この部

署には企画課もあり，他部との調整機

能をもつ部署であるが，こうした組織

体制にしたところに女性部の改革をテ

コとして生活活動を基本に据えた農協

う目的意識を鮮明化することによって主体

的参加のグループを育成し，これを牽引車

にしながら女性部全体の活性化を図るもの

といえる。

　こうした方針を受けて女性部改革に取り

組んだ２農協はいずれもパターン３の方向

で検討を進めているが，若干異なるのは，

①集落組織の後退を危惧した農協役員から

「世代別」組織への抵抗があったことから，

これを今までの班活動も含め，複数の目的

を実現する「多目的」組織とし，集落組織

としての性格を持たせた，②「ワーカーズ

専門委員会」のなかに共同購入グループや

助け合い組織を設け，より仕事づくり指向

を強めたこと等である。これまでの女性部

の蓄積を活かし，仕事づくりを内包した主

体的参加の目的別組織を地域性を配慮しな

がら作っていくものであろう。

　

　ｂ．経営戦略の一環としての女性組織再編

　　　――松阪農協

　松阪農協は，1998年に，従来の集落単位

組織と新予約（生鮮食品の共同購入グルー

プ）やいきいき会（助け合い組織），フレッ

シュミセス部会（若い女性部員）等の目的別

組織を主体とする女性部に新たに年代別組

織を作り，これらを組み替えるとともに，

地域女性も参加するグループ組織を友好会

員組織と位置づけ協議会方式で再編した

（第３図）。

　当農協の女性部改革の契機は，部員の減

少や合併後の支部活動の脆弱化が進む一方

で，目的別組織や地域女性が参加するグ

ループ活動が生まれてきたため組織を整備

する必要に迫られたことにある。しかし，

その実行を早めたのは信用事業収益の悪化

を契機に1997年に策定した中長期構想のな

かで，生活活動の積極的な展開と「女性部

の活性化や新しい女性組織づくり」が

提起されたことにある。今後の農協経

営にとって生産・生活の両面において

役割を増大させてきた女性たちの組織

拡充が必要だとして，女性部改革が農

協経営の課題として長期計画実践と一

体的に進められたのである。

　女性部改革をリードしたのが長期計

画を策定した「事業対策局」であり，女

性部もここが所管する（第４図）。この部

署には企画課もあり，他部との調整機

能をもつ部署であるが，こうした組織

体制にしたところに女性部の改革をテ

コとして生活活動を基本に据えた農協
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運営への転換を意図したことがうかがわれ

るし，女性組織の改革が短期間に進んだ理

由があると思われる。

　新体制発足からまだ１年余にすぎない

が，金融担当者がヘルパーの資格取得を希

望したり，職員が研修受講に積極的になる

等，職員の意識改革は確実に進んでいると

いう。

　再編にあたって当初は，全戸加入組織の

活性化は不可能であり，任意加入の目的別

組織づくりだけを考えたが，結びつきはゆ

るやかであっても集落組織は農協の財産で

あるとして残すこととした。その他は，①

支部を３ブロックに再編するとともに，ブ

ロックごとに新たに任意加入の年代別組織

（三部制）を設置し，ブロックを年代別組織

の活動拠点にする，②集落単位組織・年代

別組織・目的別組織は対等な関係にするた

め協議体とした，③地域女性や女性部未加

入の農業女性が参加するグループ組織との

連携を図るために，これらを「友好会員」

として位置づけるとともに，協議会方式に

して結集した，という形での再編である。

　ブロック段階での活動が中心で，女性組

織連絡協議会としての全体活動は年２回

（総会，大会）程度としているし，加入方法

運営への転換を意図したことがうかがわれ

るし，女性組織の改革が短期間に進んだ理

由があると思われる。

　新体制発足からまだ１年余にすぎない

が，金融担当者がヘルパーの資格取得を希

望したり，職員が研修受講に積極的になる

等，職員の意識改革は確実に進んでいると

いう。

　再編にあたって当初は，全戸加入組織の

活性化は不可能であり，任意加入の目的別

組織づくりだけを考えたが，結びつきはゆ

るやかであっても集落組織は農協の財産で

あるとして残すこととした。その他は，①

支部を３ブロックに再編するとともに，ブ

ロックごとに新たに任意加入の年代別組織

（三部制）を設置し，ブロックを年代別組織

の活動拠点にする，②集落単位組織・年代

別組織・目的別組織は対等な関係にするた

め協議体とした，③地域女性や女性部未加

入の農業女性が参加するグループ組織との

連携を図るために，これらを「友好会員」

として位置づけるとともに，協議会方式に

して結集した，という形での再編である。

　ブロック段階での活動が中心で，女性組

織連絡協議会としての全体活動は年２回

（総会，大会）程度としているし，加入方法
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も集落組織は全戸加入を基本とするが，そ

の他は任意加入としており，主体性と負担

の軽減を重視したといえる。

　いずれにしても当農協の場合は，新たに

組織化したのは年代別組織のみで，これを

任意加入方式とする，いわば主体的参加の

目的別組織と位置づけたわけである。その

上で，地域女性のグループ活動と切磋琢磨

しながら，年代別組織のなかに主体的参加

の多様なグループを作る方向で女性部の活

性化をめざすものといえそうである。

　そして，その延長上には福岡の場合と同

様に，仕事づくりを展望しており，既存の

施設をリニューアルした生活総合センター

の喫茶部門や直売部門等を女性部の直売グ

ループや友好会員組織の「ハーブの会」に

委託すること等が検討されている。

　

　ｃ．生活活動の拡充と一体化した女性組織

　　　再編――東知多農協

　当農協は現在，「食と農，環境と福祉を

テーマとした健康・安全な地域づくり」を

めざす第二次基本構想に取り組んでいる。

これは当農協の運営理念を示すものであ

り，組合員や地域の多様化が進むなかでは

地域ぐるみ，家族ぐるみの農協活動の展開

が農協経営にとって不可欠だとし，生活活

動への取り組みを重要な経営戦略と位置づ

けてきた。とりわけ，農協ならではの強味

は組合員組織であるとして，組織育成には

力を注いできた。

　従って，生活活動は女性組織だけのもの

ではない。正組合員の組織である「くみあ

い会」を「地域協同組織」と位置づけてい

るし，高齢者の「げんき部会」も生活活動

の担い手である。農協の内部体制も，本支

店が連携しつつ，支店を活動拠点に，支店

長を組織・生活文化担当と位置づける体制

をとっている。

　こうした位置づけと活動推進体制の下で

展開されている生活活動は，①女性部会が

取り組む支部活動（健康・福祉・環境問題

等）と目的別グループ活動，②農協が実施す

る生活文化教室で構成される。前者の目的

別グループ活動には「翔ちゃんの会」（助け

合い組織），「協同購入班」「暮らし活動グ

ループ」「健康福祉活動グループ」「文化交

流活動グループ」「フレッシュミセスグルー

プ」がある。現在360のグループがあるが，

そのなかには仕事づくりと位置づけて，直

売所出荷の野菜づくりや農産加工品づくり

等に取り組むものもでている。後者は３か

所の生活文化センターと６支店で開催する

292の生活文化講座で，各支店は文化教室を

開催するほか，員外も含めたさまざまな組

織やグループにも開放している。

　これらの活動への参加者は女性部員に限

定しているわけではないが，中心をなして

いるのは女性部員であり，当農協の生活活

動の基盤は女性部が作ってきた。例えばデ

イサービスセンター等の福祉事業も女性部

活動があってこそスムーズな展開が可能で

あった，と農協トップも受けとめている。

　そのために農協は女性部の強化を重視

し，1987年には婦人部を発展的に解消，正

組合員家庭女性の全戸加入方式による層別

も集落組織は全戸加入を基本とするが，そ

の他は任意加入としており，主体性と負担

の軽減を重視したといえる。

　いずれにしても当農協の場合は，新たに

組織化したのは年代別組織のみで，これを

任意加入方式とする，いわば主体的参加の

目的別組織と位置づけたわけである。その

上で，地域女性のグループ活動と切磋琢磨

しながら，年代別組織のなかに主体的参加

の多様なグループを作る方向で女性部の活

性化をめざすものといえそうである。

　そして，その延長上には福岡の場合と同

様に，仕事づくりを展望しており，既存の

施設をリニューアルした生活総合センター

の喫茶部門や直売部門等を女性部の直売グ

ループや友好会員組織の「ハーブの会」に

委託すること等が検討されている。

　

　ｃ．生活活動の拡充と一体化した女性組織

　　　再編――東知多農協

　当農協は現在，「食と農，環境と福祉を

テーマとした健康・安全な地域づくり」を

めざす第二次基本構想に取り組んでいる。

これは当農協の運営理念を示すものであ

り，組合員や地域の多様化が進むなかでは

地域ぐるみ，家族ぐるみの農協活動の展開

が農協経営にとって不可欠だとし，生活活

動への取り組みを重要な経営戦略と位置づ

けてきた。とりわけ，農協ならではの強味

は組合員組織であるとして，組織育成には

力を注いできた。

　従って，生活活動は女性組織だけのもの

ではない。正組合員の組織である「くみあ

い会」を「地域協同組織」と位置づけてい

るし，高齢者の「げんき部会」も生活活動

の担い手である。農協の内部体制も，本支

店が連携しつつ，支店を活動拠点に，支店

長を組織・生活文化担当と位置づける体制

をとっている。

　こうした位置づけと活動推進体制の下で

展開されている生活活動は，①女性部会が

取り組む支部活動（健康・福祉・環境問題

等）と目的別グループ活動，②農協が実施す

る生活文化教室で構成される。前者の目的

別グループ活動には「翔ちゃんの会」（助け

合い組織），「協同購入班」「暮らし活動グ

ループ」「健康福祉活動グループ」「文化交

流活動グループ」「フレッシュミセスグルー

プ」がある。現在360のグループがあるが，

そのなかには仕事づくりと位置づけて，直

売所出荷の野菜づくりや農産加工品づくり

等に取り組むものもでている。後者は３か

所の生活文化センターと６支店で開催する

292の生活文化講座で，各支店は文化教室を

開催するほか，員外も含めたさまざまな組

織やグループにも開放している。

　これらの活動への参加者は女性部員に限

定しているわけではないが，中心をなして

いるのは女性部員であり，当農協の生活活

動の基盤は女性部が作ってきた。例えばデ

イサービスセンター等の福祉事業も女性部

活動があってこそスムーズな展開が可能で

あった，と農協トップも受けとめている。

　そのために農協は女性部の強化を重視

し，1987年には婦人部を発展的に解消，正

組合員家庭女性の全戸加入方式による層別
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組織とした。その後は，女性部を独自活動

を行う自主組織から農協の内部組織にし，

さらには，生活活動を農協主体の「生活文

化教室」と女性部会の活動に再編成するな

かで目的別活動組織を育成してきた。そし

て1995年には年代別組織の強化と目的別活

動の充実に向けた組織整備をする，という

ように生活活動と一体的に女性組織の強化

を進めてきたといえる。

　その過程では女性参与制度の導入や女性

理事の選出等，女性の意志反映システムを

整備するほか，女性部会の役員には准役員

待遇としている代表をはじめ，42人の委員

全員に報酬を支給し，女性組織強化にかか

わる活動を担わせている。

　さらに，当農協では，金融競争の激化や

ペイオフの実施をにらみ，「暮らしの総合相

談」を基本に据えた農協事業を強化するこ

ととし，1998年に生活部門と金融共済部門

を統合する「生活金融事業本部」を設置し

た。相談活動を基本に据えた事業展開には

不可欠である職員の意識改革を，縦割り機

構を変えることによって実践的にやるため

である。職員が「金融の麻薬性」から解き

放たれるのは大変なことであるが，この１

年間をみても生活と金融の一体化による職

員の意識変化と事業面での相乗効果が生ま

れているという。

　当農協の場合，こうした農協の内部体制

の整備にまでおよぶ生活活動重視の経営方

針が女性部を活性化させたものと思われ

る。

　

　（2）　女性組織再編の共通点

　ａ．女性組織再編の考え方

　以上のような女性組織の改革にはいくつ

かの共通点がみられるが，一つは女性組織

の位置づけ方である。いずれの場合も生活

活動の取り組みを強化することは農協経営

にとって不可欠な課題であるととらえ，そ

の脈絡のなかで生活活動の実態を形成して

いる女性部を位置づけていることである。

それゆえに，女性部の低迷に対する危機感

が女性組織の改革を促したといえる。

　従って，女性部活性化の足かせになって

いた事業推進への協力という側面を改める

ため，共同購入活動を任意加入のグループ

の活動としたり，担当部署は経済部門から

切り離し女性組織に対する指導・管理が統

一的に行われるようにしている。さらに

は，「組合員の暮らし」から事業を組み立

て，しかも生活活動と各事業が一体的に展

開できるよう縦割り機構を改める等，生活

活動が総合的に展開できる体制をとってい

る。

　こうした体制は，多数の職員が組合員組

織にかかわることとなるので，職員にはこ

れまでの縦割り体制での発想と仕事からの

転換を迫ることとなるが，農協としても女

性部再編をテコにして職員の意識を切り替

えるという狙いももっている。

　

　ｂ．女性組織再編の方向

　組織再編の方向は，いずれの場合も主体

的な参加意識を重視した組織化である。女

性部の停滞は個人の参加意識とは別に地域

組織とした。その後は，女性部を独自活動

を行う自主組織から農協の内部組織にし，

さらには，生活活動を農協主体の「生活文

化教室」と女性部会の活動に再編成するな

かで目的別活動組織を育成してきた。そし

て1995年には年代別組織の強化と目的別活

動の充実に向けた組織整備をする，という

ように生活活動と一体的に女性組織の強化

を進めてきたといえる。

　その過程では女性参与制度の導入や女性

理事の選出等，女性の意志反映システムを

整備するほか，女性部会の役員には准役員

待遇としている代表をはじめ，42人の委員

全員に報酬を支給し，女性組織強化にかか

わる活動を担わせている。

　さらに，当農協では，金融競争の激化や

ペイオフの実施をにらみ，「暮らしの総合相

談」を基本に据えた農協事業を強化するこ

ととし，1998年に生活部門と金融共済部門

を統合する「生活金融事業本部」を設置し

た。相談活動を基本に据えた事業展開には

不可欠である職員の意識改革を，縦割り機

構を変えることによって実践的にやるため

である。職員が「金融の麻薬性」から解き

放たれるのは大変なことであるが，この１

年間をみても生活と金融の一体化による職

員の意識変化と事業面での相乗効果が生ま

れているという。

　当農協の場合，こうした農協の内部体制

の整備にまでおよぶ生活活動重視の経営方

針が女性部を活性化させたものと思われ

る。

　

　（2）　女性組織再編の共通点

　ａ．女性組織再編の考え方

　以上のような女性組織の改革にはいくつ

かの共通点がみられるが，一つは女性組織

の位置づけ方である。いずれの場合も生活

活動の取り組みを強化することは農協経営

にとって不可欠な課題であるととらえ，そ

の脈絡のなかで生活活動の実態を形成して

いる女性部を位置づけていることである。

それゆえに，女性部の低迷に対する危機感

が女性組織の改革を促したといえる。

　従って，女性部活性化の足かせになって

いた事業推進への協力という側面を改める

ため，共同購入活動を任意加入のグループ

の活動としたり，担当部署は経済部門から

切り離し女性組織に対する指導・管理が統

一的に行われるようにしている。さらに

は，「組合員の暮らし」から事業を組み立

て，しかも生活活動と各事業が一体的に展

開できるよう縦割り機構を改める等，生活

活動が総合的に展開できる体制をとってい

る。

　こうした体制は，多数の職員が組合員組

織にかかわることとなるので，職員にはこ

れまでの縦割り体制での発想と仕事からの

転換を迫ることとなるが，農協としても女

性部再編をテコにして職員の意識を切り替

えるという狙いももっている。

　

　ｂ．女性組織再編の方向

　組織再編の方向は，いずれの場合も主体

的な参加意識を重視した組織化である。女

性部の停滞は個人の参加意識とは別に地域
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ぐるみで地域婦人会と一体的に組織化が進

められてきた歴史的経緯も一因であったこ

とから，新しい組織は，ニーズや行動スタ

イルも，また，年代も異なる女性たちが自

らの意志で目的意識をもって参加する組織

への組み替えをめざしている。これは，い

わば，意欲的な女性に焦点を当て，これを

牽引車としながら全体の活性化を図る，と

いうことであろう。

　しかも，こうした自発的な活動が仕事づ

くりを展望していることや，財政的にもで

きるだけ農協依存型から脱皮し受益者負担

をめざしていること等も共通している。

　さらに，いずれの農協も女性部や農協が

取り組んでいる生活活動に参加する地域女

性や，農業関連の活動をしているグループ

等もさまざまな形で結集できるよう，開か

れた組織をめざしている。それは地域女性

に多彩な生活文化活動への参加機会を提供

しながら協同活動を広げ，その延長上によ

り広い地域住民の活動参加と組織化を展望

しているからであり，地域ぐるみの農協活

動による地域協同組合化を指向している点

でも共通している。

　

　ｃ．支店重視・分権化

　福岡のモデル農協を含め調査農協は大規

模農協であるが，いずれの場合も集落組織

は地域における農協の生命線として，ゆる

やかながらも維持することとしているし，

本店集中型の活動も展開するものの，日常

活動は支店やブロック等を活動基盤とする

こと等，地域重視の視点を強めていること

も共通している。合併による協同活動の後

退（組合員の協同活動の停滞，組合員の農協ば

なれ）を克服するため，支所を活動の拠点と

するとともに，支所が責任をもつことで，

地域との密着を強めていくということであ

ろう。

　

　

　

　以上のとおり，いずれの場合も現在の女

性組織のままでは組織と活動の発展は難し

いと認識し，再編に取り組んでいるわけで

あるが，こうした動向を通して今後の女性

組織再編の課題を整理すると，以下の通り

である。

　

　（1）　生活活動の位置づけの確立

　女性部員の減少という実態はあるもの

の，直売や農産加工に取り組む女性たちの

増加や急速な進展をみせている高齢者福祉

に関する活動をみると，女性たちは確実に

エネルギーを蓄えてきたことがうかがえ

る。従って，女性部の活性化のためにはこ

うした蓄積されたエネルギーをどう引き出

すかであり，それにはまず，女性たちの活

動を正当に評価・位置づけることが必要で

あろう。それは主として女性が担い，生産

性や経済性を重視する農協組織のなかでは

軽視されてきた生活活動の位置づけを確立

することであり，農協運営についての価値

観の転換が必要であろう。

　もちろん女性部は「生活活動のみでな

く，農村女性運動を農協運動の立場から推

ぐるみで地域婦人会と一体的に組織化が進

められてきた歴史的経緯も一因であったこ

とから，新しい組織は，ニーズや行動スタ

イルも，また，年代も異なる女性たちが自

らの意志で目的意識をもって参加する組織

への組み替えをめざしている。これは，い

わば，意欲的な女性に焦点を当て，これを

牽引車としながら全体の活性化を図る，と

いうことであろう。

　しかも，こうした自発的な活動が仕事づ

くりを展望していることや，財政的にもで

きるだけ農協依存型から脱皮し受益者負担

をめざしていること等も共通している。

　さらに，いずれの農協も女性部や農協が

取り組んでいる生活活動に参加する地域女

性や，農業関連の活動をしているグループ

等もさまざまな形で結集できるよう，開か

れた組織をめざしている。それは地域女性

に多彩な生活文化活動への参加機会を提供

しながら協同活動を広げ，その延長上によ

り広い地域住民の活動参加と組織化を展望

しているからであり，地域ぐるみの農協活

動による地域協同組合化を指向している点

でも共通している。

　

　ｃ．支店重視・分権化

　福岡のモデル農協を含め調査農協は大規

模農協であるが，いずれの場合も集落組織

は地域における農協の生命線として，ゆる

やかながらも維持することとしているし，

本店集中型の活動も展開するものの，日常

活動は支店やブロック等を活動基盤とする

こと等，地域重視の視点を強めていること

も共通している。合併による協同活動の後

退（組合員の協同活動の停滞，組合員の農協ば

なれ）を克服するため，支所を活動の拠点と

するとともに，支所が責任をもつことで，

地域との密着を強めていくということであ

ろう。

　

　

　

　以上のとおり，いずれの場合も現在の女

性組織のままでは組織と活動の発展は難し

いと認識し，再編に取り組んでいるわけで

あるが，こうした動向を通して今後の女性

組織再編の課題を整理すると，以下の通り

である。

　

　（1）　生活活動の位置づけの確立

　女性部員の減少という実態はあるもの

の，直売や農産加工に取り組む女性たちの

増加や急速な進展をみせている高齢者福祉

に関する活動をみると，女性たちは確実に

エネルギーを蓄えてきたことがうかがえ

る。従って，女性部の活性化のためにはこ

うした蓄積されたエネルギーをどう引き出

すかであり，それにはまず，女性たちの活

動を正当に評価・位置づけることが必要で

あろう。それは主として女性が担い，生産

性や経済性を重視する農協組織のなかでは

軽視されてきた生活活動の位置づけを確立

することであり，農協運営についての価値

観の転換が必要であろう。

　もちろん女性部は「生活活動のみでな

く，農村女性運動を農協運動の立場から推
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進する組識であり，構成員である女性の要

求に基づく活動を行う組織」であるが，実

態として女性部が生活活動の中心的担い手

となっている。また，そのように位置づけ

ている農協が多いわけであるから，女性組

織の活性化を図る上で生活活動の位置づけ

を確立することは欠かせない。

　そして，東知多農協の事例も示すよう

に，組織改革による女性部の活性化は，生

活活動の強化と新しい組織づくりの手がか

りとなり，地域ぐるみの農協活動を展開す

る上でも不可欠になっているのである。

　 

　（2）　農協の体制・機構の見直し

　担当部署が経済部門であったことが女性

組織を事業推進の担い手に押し込めること

となり，部員減少の一因となっていたが，

女性部を正当に位置づけるとともに，こう

した体制を見直して多様性をもつ女性組織

の活動を女性たちの自発性に基づき展開で

きるようにすることが必要であろう。

　そのためには担当部署を確立すること

と，そこが女性部に対する指導・管理が統

一して行うことができ，しかも女性部の活

動と農協事業が連携しつつ展開できるよう

な機構にすることが不可欠だと思われる。

この点は調査事例も示しているところであ

るが，その他をみても，例えば，かつて，

松本平農協（現松本ハイランド）は生活活動

の強化に向けての機構改革を行い，信用生

活部のなかに生活指導・金融・共済・生活

担当を設け，生活指導を統括的に実施する

とともに，生活活動の総合企画を担当でき

る機構にしたことがある。

　また，昭和48年当時の加古川市農協は共

同購入組織として家庭班の組織化と，組合

員の協同活動による消費生活面の活動重視

のための機構改革を行った。それは経済事

業部のなかに生産課・生活課・推進課をお

き，推進課の組合員係を家庭班組織化の推

進役とし，組織育成と事業を統一的に行う

ものであったが，その結果，１年余で70班

から540班ができるという成果を収めた。こ

うした取り組みの背景には，都市化・兼業

化と，さらに土地代金に依拠した信用事業

の頭打ちで「このままでは農協の存在価値

がなくなる」という危機感があったとい

う。

　こうした事例はいずれも消費面の協同活

動が生活活動の重要な位置を占めていた時

代での機構改革であるが，生活活動や女性

組織の活性化にとって活動推進体制がいか

に重要かを物語るものであろう。従って，

生活活動の総合的展開がより一層必要に

なっている今は，松阪農協や東知多農協が

実施したような組合員の暮らしに基づく事

業展開ができる体制を検討することが必要

なのではなかろうか。

　こうした機構による業務展開は全職員が

組織担当者的な対応を求められるが，それ

は職員の発想や仕事の仕方を変えることと

なり，組合員や地域住民の暮らしに依拠す

る農協運営への体質転換を促すこととなる。

　

　

　

進する組識であり，構成員である女性の要

求に基づく活動を行う組織」であるが，実

態として女性部が生活活動の中心的担い手

となっている。また，そのように位置づけ

ている農協が多いわけであるから，女性組

織の活性化を図る上で生活活動の位置づけ

を確立することは欠かせない。

　そして，東知多農協の事例も示すよう

に，組織改革による女性部の活性化は，生

活活動の強化と新しい組織づくりの手がか

りとなり，地域ぐるみの農協活動を展開す

る上でも不可欠になっているのである。

　 

　（2）　農協の体制・機構の見直し

　担当部署が経済部門であったことが女性

組織を事業推進の担い手に押し込めること

となり，部員減少の一因となっていたが，

女性部を正当に位置づけるとともに，こう

した体制を見直して多様性をもつ女性組織

の活動を女性たちの自発性に基づき展開で

きるようにすることが必要であろう。

　そのためには担当部署を確立すること

と，そこが女性部に対する指導・管理が統

一して行うことができ，しかも女性部の活

動と農協事業が連携しつつ展開できるよう

な機構にすることが不可欠だと思われる。

この点は調査事例も示しているところであ

るが，その他をみても，例えば，かつて，

松本平農協（現松本ハイランド）は生活活動

の強化に向けての機構改革を行い，信用生

活部のなかに生活指導・金融・共済・生活

担当を設け，生活指導を統括的に実施する

とともに，生活活動の総合企画を担当でき

る機構にしたことがある。

　また，昭和48年当時の加古川市農協は共

同購入組織として家庭班の組織化と，組合

員の協同活動による消費生活面の活動重視

のための機構改革を行った。それは経済事

業部のなかに生産課・生活課・推進課をお

き，推進課の組合員係を家庭班組織化の推

進役とし，組織育成と事業を統一的に行う

ものであったが，その結果，１年余で70班

から540班ができるという成果を収めた。こ

うした取り組みの背景には，都市化・兼業

化と，さらに土地代金に依拠した信用事業

の頭打ちで「このままでは農協の存在価値

がなくなる」という危機感があったとい

う。

　こうした事例はいずれも消費面の協同活

動が生活活動の重要な位置を占めていた時

代での機構改革であるが，生活活動や女性

組織の活性化にとって活動推進体制がいか

に重要かを物語るものであろう。従って，

生活活動の総合的展開がより一層必要に

なっている今は，松阪農協や東知多農協が

実施したような組合員の暮らしに基づく事

業展開ができる体制を検討することが必要

なのではなかろうか。

　こうした機構による業務展開は全職員が

組織担当者的な対応を求められるが，それ

は職員の発想や仕事の仕方を変えることと

なり，組合員や地域住民の暮らしに依拠す

る農協運営への体質転換を促すこととなる。
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　（3）　主体的参加を基本とする組織への

　　　　再編

　女性の意識やライフスタイルが大きく変

わりつつある今，女性組織の活性化を図っ

ていくにはこうした女性の変化に対応した

形で組織の見直しを図ることは不可避と

なっている。その方向は，それぞれが自ら

のニーズに基づき主体的に参加する「個」

の集合体としての組織であり，民主的運営

が可能な組織形態であろう。それは目的別

組織の育成という形で展開され始めている

が，もう一つの選択である年代別組織にし

ても，それぞれの世代がニーズと行動スタ

イルの違いに基づき参加できることと，何

かと規制の多い地域社会のなかでも自発的

な活動ができる形として選択されたもので

あり，主体的参加組織の一形態といえる。

いずれにしても，主体的参加意識をもつ女

性たちの活動を強化し，これを牽引車とし

つつ女性部の活性化を図っていくことが必

要であろう。

　こうした主体的参加型の組織にする上で

欠かせないのが財政的な自立である。そし

てまた，会費徴収や受益者負担が組織や活

動に主体性をもたせることとなるので，農

協の助成金依存からの脱皮を図るべきであ

ろう。

　また，これまでの女性部は，多くの場合，

正・准組合員家庭の女性を中心に形成して

きたが，今後は地域の多様な女性・グルー

プとの協同が欠かせない。地域女性のなか

にも農協主催の文化活動に参加する女性た

ちもいるし，意欲的に農業にかかわる活動

を実践している女性もいる。また，ボラン

ティア活動や高齢者介護，環境問題等，地

域の暮らしにかかわる活動に取り組む女性

たちも増えている。コミュニティー紙で女

性部の活動をみて「なぜ私たちにも声を掛

けてくれないのか」「こんなに良いことを農

協はやっているのか」といった反応もある

等，女性部の活動を新鮮に受け止めている

地域女性も少なくない。地域の多様な女性

たちとさまざまな形で連携し，その発想や

行動力を女性部に取り込んでいくことは女

性部がマンネリ化から脱皮し，活性化して

いく上で不可欠であるとともに，混住化社

会での暮らしの課題解決にとっても必要で

あろう。

　これらのグループを結集する方法として

松阪農協の場合は，女性組織を協議会方式

とすることで位置づけたわけであるが，目

的別組織として女性部の内部に位置づける

農協もある。その形は多様であろうが，必

要なことは各組織を対等な関係で結ぶ，い

わばネットワーク型組織とすることであ

る。こうした女性たちの協同活動の広がり

は，地域住民を巻き込んだ農協活動への出

発点となろう。

　

　（4）　活動内容・方法

　組織の活性化には，まず人が集まるこ

と，いわば求心力のある活動の展開が欠か

せない。それは構成員のニーズに基づく

が，農協組織が取り組むべき，あるいは農

協ならではの強みを発揮できるものとして

食と農の活動を重視すべきであろう。

　（3）　主体的参加を基本とする組織への

　　　　再編

　女性の意識やライフスタイルが大きく変

わりつつある今，女性組織の活性化を図っ

ていくにはこうした女性の変化に対応した

形で組織の見直しを図ることは不可避と

なっている。その方向は，それぞれが自ら

のニーズに基づき主体的に参加する「個」

の集合体としての組織であり，民主的運営

が可能な組織形態であろう。それは目的別

組織の育成という形で展開され始めている

が，もう一つの選択である年代別組織にし

ても，それぞれの世代がニーズと行動スタ

イルの違いに基づき参加できることと，何

かと規制の多い地域社会のなかでも自発的

な活動ができる形として選択されたもので

あり，主体的参加組織の一形態といえる。

いずれにしても，主体的参加意識をもつ女

性たちの活動を強化し，これを牽引車とし

つつ女性部の活性化を図っていくことが必

要であろう。

　こうした主体的参加型の組織にする上で

欠かせないのが財政的な自立である。そし

てまた，会費徴収や受益者負担が組織や活

動に主体性をもたせることとなるので，農

協の助成金依存からの脱皮を図るべきであ

ろう。

　また，これまでの女性部は，多くの場合，

正・准組合員家庭の女性を中心に形成して

きたが，今後は地域の多様な女性・グルー

プとの協同が欠かせない。地域女性のなか

にも農協主催の文化活動に参加する女性た

ちもいるし，意欲的に農業にかかわる活動

を実践している女性もいる。また，ボラン

ティア活動や高齢者介護，環境問題等，地

域の暮らしにかかわる活動に取り組む女性

たちも増えている。コミュニティー紙で女

性部の活動をみて「なぜ私たちにも声を掛

けてくれないのか」「こんなに良いことを農

協はやっているのか」といった反応もある

等，女性部の活動を新鮮に受け止めている

地域女性も少なくない。地域の多様な女性

たちとさまざまな形で連携し，その発想や

行動力を女性部に取り込んでいくことは女

性部がマンネリ化から脱皮し，活性化して

いく上で不可欠であるとともに，混住化社

会での暮らしの課題解決にとっても必要で

あろう。

　これらのグループを結集する方法として

松阪農協の場合は，女性組織を協議会方式

とすることで位置づけたわけであるが，目

的別組織として女性部の内部に位置づける

農協もある。その形は多様であろうが，必

要なことは各組織を対等な関係で結ぶ，い

わばネットワーク型組織とすることであ

る。こうした女性たちの協同活動の広がり

は，地域住民を巻き込んだ農協活動への出

発点となろう。

　

　（4）　活動内容・方法

　組織の活性化には，まず人が集まるこ

と，いわば求心力のある活動の展開が欠か

せない。それは構成員のニーズに基づく

が，農協組織が取り組むべき，あるいは農

協ならではの強みを発揮できるものとして

食と農の活動を重視すべきであろう。
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　福岡県中央会が，福岡都市圏の一般主婦

対象に調査した結果によれば，「農協生活文

化教室・活動に参加したい」（８割）と答え

た人が，参加したい活動の上位に上げたの

は「料理教室」「家庭菜園教室」「農産加工

教室」等であった。食や健康，環境問題等

への不安感は農業や地域への関心を強める

こととなっており，女性部が取り組む多彩

な活動のなかに食と農の視点を組み込むこ

とは女性部への関心と活動参加の契機とも

なる。

　また，女性たちの活動を仕事起こしにつ

なげていくことも必要であろう。女性の地

位向上の社会的潮流は農業・農村の女性た

ちの自覚と自立性を強めるとともに，さま

ざまな行政施策の後押しもあって直売や農

産加工等に取り組む女性たちの起業活動は

急速な広がりをみせている。女性部のなか

にも活動の進展に伴って，これらを収益を

伴う仕事として追求していこうとする女性

が増えている。すでにファーマーズマー

ケット内の直売所や喫茶部門の運営を女性

グループに委託する農協，女性たちの手づ

くり加工品を商品化した農協もある。

　さらに，高齢化問題を考えると，農協が

介護保険事業に取り組むとしてもボラン

ティア的な活動に支えられ始めて事業とし

ても成立するのが実状であろうし，農協の

事業としては実施しきれない隙間の，木目

細かなニーズへの対応も必要となろう。す

でに女性部員たちが取り組んでいる有償の

助け合い活動は仕事として実施されている

わけであるが，こうしたなかから専門性を

高め事業として成立し得る要件を備えるも

のもでてこよう。

　従って，女性たちの活動のなかで可能な

ものは仕事としての取り組みを追求しなが

ら，女性たちが農協と連携しつつ高齢者を

支える仕組みを作っていく方向を検討すべ

きだと思われる。

　いずれにしても，仕事起こしをめざすこ

とは目的意識の鮮明化や，意欲や潜在能力

を引き出すこととなり女性部活動の活性化

につながる。福祉関連にかぎらず，農協は

協同組合ならではの，地域の暮らしに必要

な仕事を創出し，これまで女性たちが蓄積

してきた能力発揮の場としていくことを検

討すべきであろう。それは農協事業のすそ

野を広げることとなり，農協に新しい可能

性と役割をもたらすのではなかろうか。

　

　（5）　広域化に対応した活動体制

　女性組織の再編は合併も一つの契機に

なっているが，その理由としては合併によ

る本所集中型の活動によって部員の参加が

物理的に難しくなったり，運営の効率化を

めざした統一的企画によって活動内容が部

員の生活実態や意向と乖離したため，部員

が減少してきたことがある。従って，それ

ぞれの歴史を背負った合併農協が，どのよ

うな形で協同活動を育成していくかが問わ

れているわけであるが，広域農協において

は組合員の生活拠点である支店を中心とす

る活動に軸足を移していくことが必要であ

ろう。

　その場合，支店は本店と組合員をつなぐ
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ら，女性たちが農協と連携しつつ高齢者を
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きだと思われる。

　いずれにしても，仕事起こしをめざすこ
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　（5）　広域化に対応した活動体制

　女性組織の再編は合併も一つの契機に

なっているが，その理由としては合併によ

る本所集中型の活動によって部員の参加が

物理的に難しくなったり，運営の効率化を

めざした統一的企画によって活動内容が部
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が減少してきたことがある。従って，それ

ぞれの歴史を背負った合併農協が，どのよ

うな形で協同活動を育成していくかが問わ

れているわけであるが，広域農協において

は組合員の生活拠点である支店を中心とす

る活動に軸足を移していくことが必要であ

ろう。

　その場合，支店は本店と組合員をつなぐ
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単なる窓口ではなく，部員の活動拠点であ

り，地域の諸組織の交流拠点となるから，

支店の主体的対応が不可欠であり，とく

に，支店長の生活活動や女性組織に対する

考え方が活性化の決め手となる。

　それは農協の運営方針によるが，女性部

活動が農協の各事業と密接にかかわってい

ることへの理解を得るために，前述した東

知多農協のように，支店における女性部活

動に本店各部が連携した対応をすることも

必要であろう。

　

　（6）　女性の農協運営への参画

　女性部の活性化を考えたとき，まず，農

協組織そのものが女性にとって好感をもた

れるものでなければならないだろう。女性

組織の停滞要因には活動内容と組織運営に

関する問題が上げられるが，農協との関係

でみると，女性のニーズが農協運営に反映

されないことや，事業推進への協力が優先

されたり，あるいは活動内容への牽制等，

自主性や主体性を規制される面があること

であろう。

　実際に，女性の視点から農協をみてみる

と，女性の割合は正組合員の13.3％（1997年

３月），理事は0.23％（同）にすぎないのが

実態で，「男性の組織」であことを如実に示

しており，民主的組織とは言い難い。その

ために意欲も主体性もある女性たちほど農

協や女性組織とは距離を置いて活動し，目

覚ましい活躍をしている。農協組織が女性

たちにとって活動しやすい環境であれば人

材流出することなく，農協組織が女性たち

の能力開花の場としての位置を占めること

ができ，農協への好感度も強まったはずで

ある。

　女性部の活性化が進み，今後女性たちの

自発的活動が育っていけば，男性組織の農

協に女性たちは一層の違和感を感ずること

となろう。従って，「農協組織としての女性

部」を活性化するには，女性の視点を重視

した農協運営と民主的運営を実現すること

が欠かせないのである。

　

　再編は組織の形態を変えたにとどまるの

で，再編したからといって女性組織の活性

化が実現するわけではない。組織は人間に

よって構成される生き物であるから，常に

光や水を与えなければならず，それは，組

合員組織は農協の生命線という認識をも

ち，職員全員で育てていくという体制を作

ることではなかろうか。

　これまで農協が組合員組織，とりわけ女

性組織の育成に意識的に取り組んでこな

かったことが活動の停滞と部員の減少を招

いたとはいえ，現在は創造的で多様な活動

が全国で展開されている。しかし，女性た

ちの自立性の高まりが組織ばなれを招いて

いる現状をみると，このままでは空洞化が

一層進んでいくであろう。

　従って，女性組織の問題を農協経営のな

かに位置づけて，早急に活性化に向けた対

策を講じるべきと思われる。

（根岸久子・ねぎしひさこ）
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